
■モチベーション対策に戦略性はあるか
リストラにめどをつけ，成果主義の形もできてき

た。景気動向も底堅い。経営・人事としては「さあ，
これから！」と意気込みたいところだが，現場がさっ
ぱり盛り上がっていないというジレンマを抱えていな
いだろうか？　リストラをすり抜け，成果主義を生き
抜く過程で社員らも実は一通りの疲弊感を味わって
きた。そういった事情を飲み込めずに「さあ，皆さん
がんばりましょう」と単純なメッセージを送りつける
と，「やることはやってるんだから，それでいいだ
ろ！」との逆ギレを招きかねない危うさをはらんでい
るのが今の時代ではないだろうか。
「じゃあ，いくらほしいんだ」「そう言うな，おま
えも次は課長だ」こんなセリフはすっかりオールドス
タイルになってしまった。カネもポストも頭打ちであ
る事情は10年来体験済みなのである。その代わり
「よその会社でも，多少給料が下がってもいいから，
私はやりがいを求めたい」といった“こだわり派”が
着実に増えている。
本稿では一人ひとりの動機づけ要素が多様化する

時代のマネジメントポイントを整理してもらった。場
当たり的に管理者スキルに頼るか，一定の戦略性を確
保するか，モチベーション対策の巧拙が問われる局面
ではないだろうか。 （編集部）
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保 存 版

モチベーション・スキームの再設計
－カネやポストだけでは通用しない時代の“動機づけ”対策－

1. マネジメントが空回りする

2. モチベーションとは何か？今なぜそれが必要なのか？
“オールドスタイル”が通用しない

多くの社員が疲弊しきっている今日

3. 動機づけの本質とは
ハーツバーグの衛生・動機づけ理論

マズローの欲求階層説

4. トータルリウォード／４つの報酬分析
名誉報酬

財務報酬

成長報酬

対人関係報酬

「報酬」はバランスよく保つことが大切

5. モチベーション課題に対応するポイント
モチベーションポイント１

会社のメッセージを明確に伝えて「求心力」を高める

モチベーションポイント２

社員の「達成感」を引き出すマネジメントを行う

モチベーションポイント３

人と仕事のマッチングをサポートする「仕組み」を整える

6．モチベーションの再設計はまず現状把握から

7．最後に：モチベーションの好循環を
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